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姉
妹
都
市
の
山
口
県
和

木
町
か
ら
恵
庭
市
を
訪
れ

て
い
る
教
育
親
善
使
節
団

の
左
か
ら
森
本
優
歌
さ
ん

（
和
木
中
３
年
）、村
石
空
真

さ
ん（
く
う
ま
、
同
３
年
）、

安
田
颯
翔
さ
ん（
そ
う
が
、

和
木
小
６
年
）、
松
本
栞
那

さ
ん（
か
ん
な
、
同
６

年
）の
４
人
が
８
月
６

日
、
恵
庭
市
役
所
を

訪
れ
、
原
田
裕
恵
庭

市
長
ら
を
表
敬
訪
問

し
ま
し
た
。

　

両
者
は
、
明
治
時

代
半
ば
に
旧
和
木
村

（
現
・
和
木
町
）
や
旧

装
束
村（
現・岩
国
市
）

な
ど
４
村
の
68
戸
３
５
８
人

が
恵
庭
に
移
住
し
た
縁
で
、

１
９
７
９
年
に
姉
妹
都
市

提
携
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

１
９
８
１
年
か
ら
は
小
・
中

学
生
の
訪
問
教
育
親
善
使
節

団
の
交
流
事
業
が
ス
タ
ー
ト

し
、
今
回
で
第
24
回
目
と
な

り
ま
す
。
施
設
見
学
や
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
を
通
じ
て
情
報

交
換
や
意
見
交
流
を
図
り
、

姉
妹
都
市
交
流
の
絆
を
深
め

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
初
め
に
同
使
節
団
と
原
田

市
長
ら
が
互
い
の
名
刺
を
交

換
。
児
童
た
ち
は
、
初
め
て

北
海
道
を
訪
れ
た
感
想
を

聞
か
れ
る
と「
風
が
冷
た
く

て
、
と
て
も
涼
し
い
で
す
」

と
答
え
、
今
日
が
猛
暑
日
に

あ
た
る
こ
と
を
伝
え
る
と
驚

く
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　
原
田
市
長
は「
短
い
間
で

す
が
恵
庭
の
子
ど
も
た
ち
と

た
く
さ
ん
交
流
し
、
恵
庭
の

ま
ち
を
見
て
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
安

田
さ
ん
は「
和
木
町
と
恵
庭

市
の
違
い
を
体
感
し
て
み
た

い
で
す
」と
親
善
交
流
に
意

欲
を
見
せ
ま
し
た
。

　
同
使
節
団
は
こ
の
日
、
市

内
の
小
学
校
児
童
12
人
と
と

も
に
郷
土
資
料
館
を
見
学
、

翌
７
日
に
は
大
倉
山
ジ
ャ

ン
プ
競
技
場
や
エ
ス
コ
ン

フ
ィ
ー
ル
ド
を
巡
り
、
８
日

に
和
木
町
へ
の
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。（

編
集
部　
大
谷
）

　
５
月
４
日
に「
Ｂ
・
Ｌ

Ｅ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｅ
２
０
２
３-

２
４
シ
ー
ズ
ン
」が
閉
幕

し
た
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
Ｂ
１
リ
ー
グ
東
地

区
所
属
、レ
バ
ン
ガ
北
海

道
の
折
茂
武
彦
代
表
取

締
役
社
長
が
８
月
９
日
、

恵
庭
市
役
所
を
訪
れ
、原

田
裕
市
長
ら
に
シ
ー
ズ
ン
閉

幕
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
チ
ー
ム
は
、
昨
シ
ー
ズ

ン
の
リ
ー
グ
戦
で
東
地
区

第
７
位
と
い
う
成
績
を
残

し
、
今
年
も
Ｂ
１
残
留
が
決

定
。
１
試
合
の
平
均
入
場
者

数
が
、
昨
年
比
１
６
６
％
の

４
６
１
７
人
と
、
２
０
２
６

年
に
予
定
さ
れ
る
Ｂ
リ
ー

グ
の
新
た
な
ト
ッ
プ
カ
テ
ゴ

リ
ー
「
Ｂ
・
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｅ 

Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｅ
Ｒ
」
の
参

入
条
件
で
あ
る
４
千
人
を

越
え
ま
し
た
。
ま
た
、も
う

一
つ
の
条
件
で
あ
る「
拠

点
の
規
模
」
を
満
た
す
た

め
、
き
た
え
ー
る
の
改
修

工
事
を
10
月
ま
で
行
う
な

ど
２
年
後
に
向
け
た
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

折
茂
社
長
は「
今
シ
ー

ズ
ン
も
ご
支
援
ご
協
力

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
次
の

シ
ー
ズ
ン
も
チ
ー

ム
で
し
っ
か
り
と

準
備
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。
ま

た
、
連
携
協
定
を

結
ん
だ
道
文
教

大
学
附
属
高
の

Ｕ-

18
卒
業
１
期

生
、
内
藤
耀
悠
選

手
と
契
約
し
た
件
に
触
れ

「
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
未

来
の
選
手
を
育
て
る
と
い
う

全
国
で
も
珍
し
い
事
例
が

で
き
、
非
常
に
喜
ば
し
く
思

い
ま
す
。
こ
れ
も
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
は

恵
庭
市
民
の
た
め
に
で
き
る

こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
活
動

し
て
い
き
ま
す
」
と
話
し
、

選
手
た
ち
の
サ
イ
ン
入

り
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
と
額
入

り
の
写
真
を
原
田
市
長

に
贈
り
ま
し
た
。

　
新
シ
ー
ズ
ン
の
Ｂ
・
Ｌ

Ｅ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｅ
２
０
２
４-

２
５
は
10
月
か
ら
始
ま

り
、
開
幕
戦
は
帯
広
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

（
編
集
部　
大
谷
）

　

恵
庭
市
内
の

除
排
雪
、
公
園
緑

地
・
下
水
道
施

設
・
道
路
な
ど
の

維
持
管
理
と
い
っ

た
市
民
生
活
に
不

可
欠
な
事
業
を
行

う
「
恵
庭
ま
ち
づ

く
り
協
同
組
合
」

（
齊
藤
一
史
理
事

長
）
は
８
月
９
日

に
恵
庭
市
社
会
福

祉
協
議
会（
船
田

清
会
長
）を
訪
れ
、

７
月
27
日
に
開
催

さ
れ
た
「
第
12
回

恵
庭
三
四
会
ま
つ
り
」
に

出
店
し
た
際
の
収
益
の
一
部

５
万
７
０
２
円
を
愛
情
銀
行

に
寄
付
し
ま
し
た
。

　
愛
情
銀
行
は
市
民
が
寄
付

金
や
物
品
の
寄
附（
預
託
）

を
し
て
、
必
要
と
し
て
い
る

市
内
の
福
祉
施
設
な
ど
へ
配

分
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
拡

充
に
向
け
活
用
す
る
仕
組
み

で
す
。

　

同
組
合
は
現
在
会
員
40

社
で
構
成
し
、
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
事
業
活
動
を
展
開

し
て
い
る
ほ
か
、
地
域
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
や
地
域
貢
献

活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。
三
四
会
ま
つ
り
に
は

２
０
１
７
年
か
ら
参
加
し
て

お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
中

断
期
間（
20
〜
22
年
）
を
除

き
、
今
年
で
５
回
目
の
出
店

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
同
協
同
組
合
の

杉
町
博
孝
経
営
管
理
者（
写

真
右
）
が
同
社
協
を
訪
れ
、

船
田
会
長（
写
真
左
）
に
寄

付
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
今

回
分
を
含
め
、
同
協
同
組

合
か
ら
の
寄
付
累
計
額
は

２
３
万
７
９
１
５
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
杉
町
経
営
管
理
者
は
「
組

合
員
の
協
力
も
あ
り
、
今
回

も
無
事
寄
付
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
福
祉
事
業
な

ど
の
役
に
立
て
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
」
と
あ
い
さ

つ
。
船
田
会
長
が
「
仕
事
が

お
忙
し
い
中
で
ま
つ
り
に
出

店
し
、
収
益
の
一
部
を
寄
付

し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
寄
付
金
は
高

齢
者
や
障
碍
者
の
さ
ま
ざ
ま

な
社
会
福
祉
事
業
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

（
編
集
部　
大
谷
）
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